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自分の考えを明確にした「書くこと」の指導に関わる研究 

～「課題設定と取材」「構成」の力を育てる～ 

 
                     研究員 都丸 陽一 （大島小学校） 

                         深水 靖雄 （富士見小学校） 

                         橋本 美樹 （相原中学校） 

                         大郷 恵子 （東林中学校） 

                         石黒 晴美 （総合学習センター） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅰ 研究のねらい 

１ はじめに 
（１）「全国学力/学習状況調査」の結果から 
 学習指導要領解説国語編の「書くこと」に
おいては、様々な文章の種類や形態が言語活
動例として示され、それらのまとまった文章
を書く活動を通して「課題設定や取材」「構成」
「記述」「推敲」「交流」といった一連の学習
過程に関する指導事項を指導していくことが
重要であると明示された。特に、私たちが注
目した文章全体の構成においては、冒頭部分
や結論部分に何を書くのか、具体的な事例を
どのように配置し、それを自分の意見とどの
ように結び付けるかなど、文と文、段落と段
落との相互関係を整えることの必要性を示し
ている。さらに、客観的な事実や事例などか
ら明らかになっていることと感想や意見など
とを区別するとともに、それらを関係付けな
がら文章全体として首尾一貫したものになる
ように指導することを求めている。 

 本市においては、平成 25 年度、26 年度の
「全国学力・学習状況調査」の[B]問題におい

て次のような調査結果が明らかになった。 

【小学校】の課題 

◆目的に応じて資料を読み、全体からわかる
ことを書くこと 

◆目的や意図に応じ、必要な内容を適切に引
用したり複数の内容を関係付けたりしなが
ら、自分の考えを書くこと 

◆分かったことや疑問に思ったことを整理し、
それらを関係付けながらまとめて書くこと 

【中学校】の課題 

◆課題を決め、それに応じた情報の収集方法
を考えること 

◆文章の構成や表現の仕方などについて、根
拠を明確にして自分の考えを書くこと 

◆資料から適切な情報を得て、伝えたい事実
や事柄が明確に伝わるように書くこと 

 これらの課題から見えてくるのは、まとま
った文章を書く際に必要な内容を選び、それ
らを自分の考えが明確になるように組み立て
てられる力を身に付けることが必要という点
である。 

 また、このことは、実際に子どもたちが書

 「書く」ことは自分の考えを整理し、考えることそのものを鍛え論理的思考力を高める学
習活動である。さらに、そうして考えたことを書くことによって相手や目的、場面や状況な
どに応じて適切に伝えられる力を身に付けることは教科を超えて求められている能力でもあ
る。 
 本研究では、子どもたちの書くことに対する意欲をもたせること、書こうとする文章の種
類や形態に合わせて考えが伝わるような文章を組み立てる力をはぐくむ必要性を感じたこと
から、指導事項の「課題設定と取材」「構成」に焦点を当て「書くこと」の研究を進めた。
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いた文章に対する研究員の実感と一致すると
ころでもあった。 

 

（２）「書くこと」に見られる児童生徒の姿 
 小学校における「書くこと」の指導にあた
る教師の声として、 

（ア）作文や日記を書くようにしているが、
出来事の描写やそのときの気持ちを表現
した文が増えず「おもしろかったです」
「楽しかったです」で締めくくられるよ
うな単調な文になりがちである。 

（イ）書くことが好きな児童はどんどん書き
進めるが、書くことを苦手とする児童は
いつまでたっても書けるようにならない。
書くことに困っている児童への具体的な
指導や支援について知りたい。 

（ウ）何を書けばよいか分からないという児
童は、最初の一行の書き出しから難しい。 

  などがある。 

 中学校においては、授業で聞かれる「でき
ない」「作文は面倒」というような声からもわ
かるように、書くことに対して抵抗感のある
生徒が多い。 

 生徒の書いた文章を読んでいくと次のよう
な点が見られる。 

（エ）生徒が書いた文章全体を読んでも、伝
えたいことが明確でなく、一貫性がない。 

（オ）文章中の各部分で伝えたいことがまと 
まっていなかったり話題が飛躍していた
り内容が重複していたりする。 

（カ）自分の思いや考えを的確に伝えること
のできる語彙が少なく、表現の仕方に課
題がある。 

 

（３）「書くこと」に対する苦手さの克服のた
めに 

 これらの児童生徒の様子から、どんな指導
が必要なのか考えたい。 

 （ア）や（カ）のような場合、自分の経験
や心のうちを読み手に伝わるようにするため

の表現のしかたを学ぶことが必要である。「書
くこと」の単元においては、単元導入時のモ
デル文や教材文の学習の中で、優れた表現を
学ぶこと、それらをもとに書いたものを友だ
ち同士で読み合う「交流」を行うことによっ
て、アドバイスを活かしながら多様な表現を
生みたいと考えた。 

 また、（イ）の書くことに困っている児童や
（ウ）のような児童、（エ）（オ）のような生
徒は、相手や目的、意図に合った文章の書き
方を学ぶことが必要だと感じた。その際、伝
える内容に適した文章の種類のイメージをも
つことができること、伝えたいことのために
どんな事柄をどんな順序で述べていくのかと
いうことを大事にしていきたいと考えた。そ
こで「モデル文やモデルとなる教材文の提示」
と文章の種類に応じた「構成」の指導につい
ても考えていくこととした。 

 さらに、何よりも難しいのは「書きたい」
という児童生徒の意欲を高めることである。
「書きたい」と思うのは「書きたいことがあ
る」ということである。これは「課題設定や
取材」の過程で自分の経験や思いの中の本当
に伝えたいことを充分に掘り起こす必要があ
る。 

 なお、学習指導要領の「書くこと」におけ
る言語活動例では、小・中９年間を見通して、
指導する文章の種類や形態を発達段階に合わ
せながら具体的に示している。（【表Ⅰ】参照） 
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Ⅱ 研究内容 

１ めざす子ども像 
 本研究のめざす子ども像は、目的に応じて、
自分の豊かな語彙力で自由に表現できる子ど
もである。小学校、中学校で具体的な子ども
の姿としては次のように設定した。 

〈小学校〉 

日記などの出来事や気持ちを書く基礎的な活
動から、国語科の行事作文や報告文などを作
成していくことで、目的や相手に合った種類
の文章の書き方を学び、卒業時には培った書
く力を生かして伝えたいことを明確にした文
章が書ける子ども。 

 

〈中学校〉 

これまでに学んできた様々な種類の文章を目
的や相手に合わせて選択し、自分の伝えたい
ことを豊かな語彙力で的確に表現することが
できる子ども。 

 

 さらに、本研究で取り上げる重点的な指導
事項については、次のような子どもの姿をめ
ざしたいと考えた。 

◆課題設定 

・自分が経験したことや伝えたいことの中か
ら書きたいことを決めることができる。 

                 （小）
・社会生活の中から書く課題を決め、材料を

集めながら自分の考えを形成することがで
きる。             （中）

 

◆取材 

・相手や目的を明確に意識し、調べたり人に
聞いたりすることを通して、書くための材
料を必要に応じて集めることができる。 

                 （小）
・集めた材料をもとに自分の立場及び伝えた

い事実や事柄を明確にし、自分の考えを深
めることができる。       （中）

 

 

 

◆構成 

・自分の意図や考えを読み手に分かりやすく
伝えるために、文章の配置や書き方を工夫
することができる。       （小）

・伝えたい事実や事柄が明確になるように文
章の形態を選択して適切な構成を工夫する
ことができる。         （中）

 

２ 研究の方法 
 各学年の「書くこと」の単元において、め
ざす児童生徒の姿をイメージしながら、次の
ような点に留意して研究を進めた。（ただし、
子どもたちの実態、書こうとする文章の種類
等によっては、次に考える手だてをすべて取
り入れているわけではない） 

 

（１）課題設定・取材の力を育む手だて 
① 導入時における手だて 
 モデル文の提示により、書こうとする文章
の特徴や形態を知ることで、目的や意図に合
った必要な事柄を集め調べたり整理したりで
きるようにする。 

② 取材における手だて 
 書きたいことをストックし、必要なときに 

取り出せる取材ノートを活用する。 

③ 交流における手だて 
 交流場面を取り入れることで書こうとする 

ことに応じた取材内容の広がりや深まりを図
る。 

 

（２）構成する力をはぐくむ手だて 
① 学習の見通しをもつ手だて 
 児童が自分の伝えたいことが明確に書ける
ようにするためにモデル文を再度活用する。 

② 思考をうながす手だて 
 操作しやすい付箋、短冊カードを利用して
構成について考えるための工夫を行う。 
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３ 研究の実践と考察 
（１）課題設定・取材の力をはぐくむ手だて 
① 導入時における手だて 
 導入時の手だてとして、モデル文の活用が
ある。モデル文については、児童の作品と教
師の作品がある。それぞれの特徴とどのよう
な効果をもたらすのかを報告していく。 

 

１）児童が書いた文章を提示 
 小学校第３学年の『食
べ物のひみつ教えます』
《授業実践１》では、教
科書に提示されたモデル
文と昨年度の３年生の児
童が書いたモデル文を活
用した。この文で導入す
ることにより「これを書
いてみたい」「これなら書
けるかもしれない」と児
童が感じることができ、
意欲の喚起につながった。 

 また、学習の到達点がどこなのか、児童一
人一人が理解し、見通しをもって学習を進め
ることができた。 

２）教師が作成した文章を提示 
 小学校第５学年の『提案書を書こう』では、
教科書で紹介されている文例が、学級の児童
の実態に合わないことを感じたため、児童に
とって身近な話題を選び、教師が作ったモデ
ル文を示した。 

 教科書では地域の方と関わる機会を増やす
ことについての提案書の例が示されていたが、
授業で使ったモデル文は「本の楽しさを学校
全体に広げよう」という図書委員会からの提
案書である。提案する内容が児童の生活の実
態に合っていることと、実行できる可能性が
高い話題を選ぶことが大切であると考えた。 

授業の導入時にモデル文を提示したことによ
り、児童は提案書という文章の形式を理解す
るとともに「何を」「どんな組み立て」で書け

ばよいのか、これから書き上げる提案書のイ
メージをもって学習にのぞむことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校第２学年の『人物の特徴をとらえて
論じよう』《授業実践２》では、教師が作成し
たモデル文を活用した。作成の際の留意点と
しては、段落構成が明確であること、教科書
の例のように複雑な内容にしないことである。
それが、書くことへの抵抗感を軽減し「これ
なら書けそうだ」という期待感をもつことが
できると考えた。 

 授業では、モデル文を常に黒板に張り出し、
自分の学習の進行状況を把握しながら、作業
が行えるようにした。それにより、日頃書く
ことにおいて支援を必要とする生徒も、書き
始めからスムーズに学習をスタートさせた。 
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《授業実践２》人物を論じる文 

実施学年：中学校 第 2 学年 

題材名：『人物の特徴をとらえて論じよう』全 4 時間） 

付けたい力：〇古典に表れたものの見方や考え方に触れ、登場人物や作者の思いなどを想像
すること。                    [C 読むこと伝国イ] 

      〇自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして、文章の構成を工夫するこ
と。                       [B 書くことイ] 

授業計画：第一次 学習の見通しをもつ（1 時間） 

      〇人物論とはどのような文章なのかをモデル文から確認する。 

     第二次 選んだ人物の特徴について一文で表す（1 時間） 

〇人物の特徴について付箋を使って交流しながら、自分の言いたいことを明確
にする。 

〇「○○は△△な人物である。」の形で人物の特徴を一文で表す。 

〇人物の特徴についてなぜ、そう思うのか、本文から根拠になる部分を探し出す。 

第三次 友だちと交流し、その助言や意見を参考にしながら、人物論を書き上げる。
                               （2 時間）

      〇「人物の特徴」→「本文から読み取れること」→「自分の考えや感想」とい
う文の組み立てを理解し、自分の考えをまとめる。 

      〇書いた文章を読み合い、感想や意見を交流する。 

授業のポイント 教師の書いたモデル文の活用 

《授業実践１》説明文 

実施学年：小学校 第３学年 

単元名：『すがたをかえる大豆』『食べ物のひみつ教えます』（１４時間） 

付けたい力：・中心となる語や文をとらえ、段落相互の関係を考えながら、文章の内容を的
確に読める力                     [C 読むことイ] 

・「はじめ、中、終わり」の構成を意識し、「中」の例を段落に分けて書く力  

                                  [B 書くことウ] 

単元計画：第一次「食べ物のひみつ教えます」のモデル文から学習の見通しをもつ（３時間）
      〇昨年の３年生が書いた「すがたをかえる牛乳」を読む。 

      〇『すがたをかえる大豆』を読み、わからない言葉を調べなどして、話の内容
を理解し、どんな食材を調べたいのか考える。 

第二次 読んだことを生かして、書く（８時間） 

      〇『すがたをかえる大豆』の「はじめ」には、書かれているのか読み理解する。
      〇自分の『すがたをかえる○○』の「はじめ」を書く。 

      〇『すがたをかえる大豆』の「中」には、書かれているのか読み理解する。 

      〇自分の『すがたをかえる○○』の「中」を書く。 

      〇『すがたをかえる大豆』の「終わり」には、書かれているのか読み理解する。
      〇自分の『すがたをかえる○○』の「終わり」を書く。 

第三次『すがたをかえる○○』を完成させ、友だちと読み合う（３時間） 

      〇今まで書いてきた「はじめ」「中」「終わり」をもとに清書をする。 

      〇友だちと読み合う。 

授業のポイント 児童の作ったモデル文の活用 
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② 取材における手だて 
 小学校第６学年の『随筆を書こう』《授業実
践３》では、書きたいことを決めたり集めた
事柄を整理したりするために「取材ノート」
と「イメージマップ」を取り入れた。 

１）取材ノート 
 文章を書くための題材を見つけ内容の深ま
りを図るため、各自が取材用のノートを作っ
た。児童には「作家や詩人は日常生活の中か
ら作品の題材を見つける」ことを伝え、「作家
ノート」と称して、書けそうな事柄や見つけ
たテーマを箇条書きでメモを書きためていく
ようにした。 

 これを続けたことで、日常生活の中から「自
分が書きたいこと」を見つけてノートに書き
留める児童が増えた。取材ノートは「書けそ
うなこと」のリストとしてだけでなく、ある
テーマについて思いついたことがあれば「下
書き」として文を書いたり、気に入った言葉
を見つけたらメモしたりするなど、書きたい
ことを増やしたり、引用したい言葉や使いた
い言葉をためていく手段として活用すること

もできた。 

２）イメージマップ 
 題材について書くことを膨らませるために
イメージマップを取り入れた。これまでに書
きためたものや取材メモの中から「書きたい
こと（テーマ）」が決まったら、用紙の中央に
そのテーマを書き、思いついたことを放射状
に広げていく。マップを作ることが難しい児
童のために「いつ」「出来事」「何をした」「き
っかけ」「人」「どこで」「変化や成長」などの
項目をあらかじめ書き入れて使用し、その中
から随筆に書きたい言葉や内容を選び、短冊
に文を書くようにした。 

 イメージマップは思いついた順に言葉を増
やしていくことができるため、書くことに抵
抗感をもつ児童も意欲的に取り組むことがで
きた。短冊に文章を書く際には、イメージマ
ップの中に文章を書くための手がかりとなる
言葉があることで、文を書き進めるきっかけ
をつかんだ児童が多く見られた。  

《授業実践３》随筆文 

実施学年：小学校 第６学年 

単元名：『随筆を書こう』（全 7 時間） 

付けたい力：〇随筆に書くことを決め、書く事柄を収集し事柄を整理すること[B 書くことア]

      〇伝えたいことを明確に表現するため、文章の構成を考えること[B 書くことウ]

単元計画：第一次 クラスの随筆集を作るための見通しをもつ（１時間） 

      〇自分の経験の中から書きたいことを見つけ随筆を書くという単元の見通しを
もつ。随筆という文章の特徴を知る。 

      〇これまでに書きためた物の中から随筆の題材を決める。 

第二次 表現の効果を考えながら随筆を書く（５時間） 

      〇前時に決めた題材についてイメージマップを書く。 

      〇イメージマップをもとに短冊カードに文を書き、構成を考える。 

      〇原稿用紙に下書きをする。 

      〇友達と下書き原稿を読み合い修正する。 

      〇原稿を清書する。 

第三次 完成した随筆集を読み合う（１時間） 

      〇完成した作品集を読み合い、互いに感想を伝え合う。 

授業のポイント 取材ノートとイメージマップの活用 
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③ 交流における手だて 
 学習指導要領においては、取材や構成を考
える学習過程においても交流の場を設け、記
述内容やその工夫、自分の考えがそこにいた
るきっかけなどについて話し合わせる工夫が
大切であるとしている。 

 ここでは、そうした交流場面の報告をする。 

 

１）課題設定と取材場面での交流 
 書く内容をふくらませるための手だてとし
て交流を行うことが有効であったのは、よい
と思ったところを伝え、もっと詳しく知りた
いと思ったことを質問することの２点であっ
た。友だちからよさを認められた児童は自分
の書いたものに自信をもつことができ「これ
はどういうこと？」と質問された児童は言葉
を付けたしたり直したりすることができた。 

 書いたものを読み直し何人もの友だちに読
んでもらうことで、自分が書いた文がよりよ
いものになっていく経験を積み重ねることは、
児童が交流のよさに気付き、教師の指示がな
い場合でも互いの文章について助言し合う様
子見られるようになった。 

 中学校第 1 学年の『感じたことを文書にし
よう～鑑賞文を書く～』では、絵から読み取
れることや、感じたことを互いに交流し、自
分と友だちの見方・感じ方に違いがあること
を理解した。同じ絵を選んだ生徒同士をあえ
て同じグループにしなかったことで新たな気
付きが生まれた。さらに、友だちの作品の中
で、工夫しているところやよい表現を自分の
作品に取り入れようとする姿も見られた。 

 中学校第２学年の単元「人物の特徴をとら
えて論じよう」では、自分がとらえた人物の
特徴の根拠について話し合う場面を取り入れ
た。同じ人物について論じている生徒同士で
も、根拠となる部分についての考え方が全く
違うことに気付いたり、根拠として自分には
なかった箇所について新たに考えをめぐらせ
たりしながら、自分の考えを明確にすること

ができた。 

 

２）構成を考える場面での交流 
 小学校第３学年の単元『食べ物のひみつ教
えます』では、「はじめ」「中」「おわり」とい
う文章の構成の「中」の部分を考える場面で
交流を行った。自分の書いた文章がどのよう
な構成のもとで書かれているかを説明するこ
とは、自分の考えを明確にさせることにつな
がる。他者との交流を通して、いまひとつ納
得できていない部分を相談する場面や自分の
書いたものに自信をもてるようになる場面が
見られた。そうした交流後の文章は、交流前
より伝えたいことがよりよく伝わるように整
理された文章へと変わっていた。 

 また、このような交流を通して、他者の構
成の良いところや努力している姿を褒め合う
ことが、その後の書く活動の意欲へとつなが
っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校第３学年の『文章の形態を選んで書
こう～修学旅行記を作る～』は、班のメンバ
ーが伝えたいことにあわせてそれにふさわし
いパンフレットやレポート、随筆などの文章
を選択し、それらを班の紀行文として１冊に
編集する学習である。 

 この学習では、２種類の交流を行った。 

 一つは、旅行記を作る班のメンバーでの交
流である。自分たちの作りたい旅行記全体の
イメージをもとにそれぞれの担当するものを
持ち寄って検討する交流である。 

 ここでは、自分たちの班の修学旅行記全体
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を考えながら、それぞれの内容や文章の形態
について話し合う。この内容には選択した文
章の形態があっているか、書きたい事柄が伝
えたいことにあっているか、構成や資料の引
用など、旅行記としての全体のバランスを「考
えながら各班で検討を行った。 

 二つめの交流は、各班において随筆を選ん
だ生徒、パンフレットを選んだ生徒というよ
うに、同じ形態の文章を選んだ生徒が班から
集まって交流する場である。ここでは、同じ
形態の文章を書き進めている生徒が集まる交
流の場であるため、互いに書いたものを同じ
視点で読み合い、意見を言うことができた。 

 また、書いてある内容から「パンフレット」
ではなく、「随筆」や「レポート」の方がふさ
わしいのではないかという意見が出ることも
あり、その時点で「文章の形態」を変更する
こともあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように２回の交流を行うことで、目的
にあった形態の文章を選択し、その文章の形
態を活かして伝えたいことを伝えようとする
生徒の意欲が高まったと考えている。 

 

 

《授業実践４》 

実施学年：中学校 第３学年 

題材名：『文章の形態を選んで書こう～修学旅行記を作る～』（全５時間） 

付けたい力：〇社会生活の中から課題を決め、取材を繰り返しながら自分の考えを深めると
ともに、文章の形態を選択して適切な構成を工夫すること。[B 書くことア] 

      〇書いた文章を互いに読み合い、論理の展開の仕方や表現の仕方などについて
評価して自分の表現に役立てるとともに、ものの見方や考え方を深めること
[B 書くことエ] 

授業計画：第一次 今まで学習してきた文章形態を確認する（1 時間） 

      〇「随筆」「レポート」「意見文」「紀行文」「パンフレット」等の形態を振り返
り、ノートに書き出す。 

      〇修学旅行の６人班で、修学旅行の思い出を語り合い、修学旅行の思い出の中
で書きたいことを決定するためのマッピングを個人で完成させる。 

     第二次 書きたい事柄について付箋に書き出し、順序を決め、意見交換をする（2時間） 

〇一次の活動を基に個人で書きたい内容を付箋に書き出す。 

〇付箋に書いたものを班で交流し、どの順番で文を進めたら良いかを話し合う。
○交流は様々な角度で思考させるために６人班と、同じ形態同士の２回行う。 

第三次 付箋を活用して自分の文章・作品をつくる（2 時間） 

      〇「初め」「中」「終わり」の３部構成を意識しながら順番に文章化し交流する。
      〇交流を受けて推敲し、より良い文章・作品を完成させていく。 

授業のポイント  二回の交流で書く意欲を高める 
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（２）構成する力をはぐくむ手だて 
① 学習の見通しをもつ手だて 
 中学校第２学年の『立場と根拠を明確にし
て書こう～意見文を書く～』《授業実践４》の
導入では、意見文とはどのような内容のパー
ツで成り立っているのかを考えるため、構成
の仕方が異なる意見文のモデルを２種類提示
し、どのように書かれているかを学習した。
「反論に対する意見」「反論」「根拠」「主張」
「現状」という５つの項目をあらかじめ指定
し、モデル文のどこがその項目に当たるのか
を班で考えるようにした。 

 構成の違う２つのモデル文を提示したこと
で、事柄の順序によって読み手への伝わり方
が違うことやそれぞれのよさがあることに気
付くことができ、それらを自分の意見文を書
く際に活かすことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真は、提示されたモデル文の構成を確認
したときの様子である。向かって右から「反
論に対する意見」「反論」「根拠」「主張」「現
状」という項目を確認し、意見文のイメージ
をもつとともに、この後の学習の見通しが立
つこととなった。 

 

② 思考をうながす手だて（短冊や付箋の活用） 
 小学校第３学年の説明文『食べ物のひみつ
教えます』では、文章を書く際に短冊（紙を
細長く切ったカード）を活用した。 

 ある児童は、「お米」から作られる食品につ
いて説明文を書くことにしたが「中」の部分
には「もち」「酒」「ご飯」についてそれぞれ
のつくられ方を書いていく。伝えたいことが

読み手に伝わるように３つの食品をどの順序
で並べると効果的かを考える。一枚の短冊に
は一つの事柄を書いて短冊を並べ、カードを
動かしながら順序を考えることができる。 

 児童は友だちとの交流によって考えが変わ
り順序を入れ替えることもあった。その際に
も短冊であることで、順序を入れ替え簡単に
操作することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校第１学年の『感じたことを文章にし
よう～鑑賞文を書く～』では、絵を見て感じ
たことをまず短冊に書き出し、効果的に伝わ
ることを考えて短冊を並べた。これらの短冊
は用紙にのり付けをしたが、友だちの意見な
どによって順序を入れ替えたほうがよいと本
人が判断したときは、短冊本体に番号を書き
入れるなど、各自で工夫する様子が見られ、
生徒がどのように文章の構成を変えたのかと
いう過程を把握することができた。また、「短
冊」→「構成を考える」→「文章を書く」と
いうように段階を踏んだことで、作文を苦手
とする生徒も最後まで書き終えることができ
た。 

 前出の中学校第２学年の『立場と根拠を明
確にして書こう～意見文を書く～』《授業実践
４》の導入では、「反論に対する意見」「反論」
「根拠」「主張」「現状」という内容で文章が
成り立っていることを学んだが、この後、付
箋に上記の５つの内容を一文程度で書き出し、
各自文章の構成を考えた。その後、付箋に書
き出されたものが上記の内容にそれぞれ合っ
ているかを検討し、付箋の並び替え、不要な
付箋の削除、および必要事項の追加を行った。
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それにより、意見文の形態をよく理解し、構
成に沿った文章を書くことができた。 

 付箋を活用すると、自分からなかなか書き
進められない生徒が、３００字程度まで書く
ことができるようになり、成果を感じること
ができた。 

 また、付箋は操作が簡単で内容の入れ替え
や選択が行いやすいという利点がある。 

 また、グループで協議をする際も付箋に考
えやメモを書いてとどめておくなど、話し合
いを活発にする効果もあった。 

 

 

４ 成果と課題 
 これまで手だてごとに実践を報告したが、
成果と課題については次のように考える。 

成果 
・導入時のモデル文の提示は、学習のゴー

ルが明確となり、その時々での学習内容 

 

 

 

 

 

の意味が児童生徒に意味あるものとして認
知され、意欲的に学習を進めることができる。 

・取材メモやイメージマップを活用すること
で、書きたいことのイメージを膨らませ、
言葉を増やし、書くことに対する意欲付け
となった。 

《授業実践５》意見文 

実施学年：中学校 第２学年 

題材名：『立場と根拠を明確にして書こう～意見文を書く～』（全５時間）  

付けたい力：〇自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして、文章の構成を工夫すること 

                                  [B 書くことイ] 

      〇書いた文章を互いに読み合い、文章の構成や材料の活用の仕方などについて
意見を述べたり助言をしたりして、自分の考えを広げること[B 書くことオ] 

授業計画：第一次 これまでの学習を生かす（1 時間） 

      〇今まで学習してきた文章の「構成」について復習する。 

      〇一般的な「意見文」の構成について、確認する。 

第二次 モデル文の「構成」を確認する（2 時間） 

〇班活動を用いて、示された２つのモデル文の構成について話し合う。 

〇示されたモデル文の「違い」に気が付く。 

〇より説得力があるのは、どちらのタイプのモデル文かを班活動で考える。 

第三次 学んだことを生かして自分で「意見文」を作成する（2 時間） 

      〇意見文の構成を再確認する。 

      〇箇条書きで書きたいことを集め、構成ごとに文章化していく。 

      〇文章化したものを構成ごとに班で互いに読み合い、順番に推敲しながら完成
させていく。 

      ○完成した作品を互いに評価し合う。 

授業のポイント 付箋で構成をしやすくすること 
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・文章の構成を考える際の短冊や付箋の利用
は、児童生徒にとって操作がしやすく、ど
んな事柄を入れるのか、どんな順序で書く
のかという点を考えるのに適している。 

・交流の際には「内容を膨らませる」や「書
いたことを整理する」などの意図を児童生
徒がよく理解して臨むことでよりよい文章
をめざすことができた。 

 

課題 
・取材時における個々の集める事柄の量（ま

たはイメージを膨らませること）に隔たり
が出てしまうことで、指導のあり方につい
て研究の余地があると感じた。 

・中学校第２学年での実践では、相手に自分
の主張を伝えるために、選んだ内容をどう
配置して構成するか、それによって伝わり
方に違いがあることを、深く掘り下げて学
習を進めることができた。第３学年での学
習に今後どのようにつなげていくかが課題
となった。 

・中学校での「文章の形態」を選んで書くと
いう学習では、各班の紀行文のテーマを設
定することが書くことを苦手とする生徒に
もよいのではないかと考えたが、テーマに
とらわれて書きにくさを感じる生徒もいた。
テーマの決め方や班での話し合いなど、課
題設定や取材の場面での工夫が必要だと感
じた。 

 

５ 研究のまとめ 
 ２年間の研究を通して、書くことに抵抗感
のある児童生徒への指導にあたっては「これ
なら書けるかもしれない」という期待をもた
せることや「書きたいこと」を見つけられる
ようにするための手だてを講じることが大切
であることを実感した。そのような児童生徒
ほど、「何を書いたらよいか分からない」「書
くことを決めることができない」「どのように
書けばよいか分からない」などの悩みを抱え

ている。そのような児童生徒が自分で書くこ
とを見つけ、自信をもって文章を書き進めて
いくためには、本研究で取り上げた「課題設
定と取材」「構成」の力をはぐくむ指導の工夫
が必要である。課題設定の段階で書くことを
決め、取材の段階では、書く上で必要な事柄
を集め、構成では、文章全体を見通してどの
段落に何を書くかをはっきりさせる。これら
のことができるようになると、児童生徒の書
くことへの意欲は大いに向上する。さらに、
その「構成」を考える際にもグループでの交
流の有効性を感じることができた。一連の「書
くこと」の学習において、交流の場を設ける
ことが、児童生徒の書くことへの意欲を高め
るともに、「書けた」という自信につながって
いくことを確認することができた。今後も「課
題設定・取材」「構成」の段階における指導の
工夫を積み重ねていくことや有効な交流を取
り入れることで、一人でも多くの児童生徒が
書くことに自信をもち、書くことを楽しめる
ようにしていきたい。 
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